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平成20年度の農業環境技術研究所課題評価会議が
平成21年1月29日(木)、30日(金)に研究所大会議
室において開催されました。この会議では、研究所が
実施している第2期中期計画に定められた研究課題の
進捗状況とこの1年間の研究成果を、各分野の専門家
によって評価するとともに、次年度の計画を検討し
ました。外部評価委員として秋山侃（岐阜大学教授）、
三枝正彦（豊橋技術科学大学特任教授）、矢原徹一（九
州大学教授）、山本廣基（島根大学理事）の4先生を

お迎えし、当所からは管理職11名が内部評価委員と
して評価に加わりました。会議では、はじめに各研究
課題を担当するリサーチプロジェクトのリーダーが
報告書に基づいて概要を説明した後、進捗状況の確認
や成果の意義等についての活発な討議が行われまし
た。各研究課題は、中期計画に照らした進捗状況、研
究のレベル、波及効果などの観点から5段階で評価さ
れ、それらの結果を総合して各課題の最終的な評価を
決定されます。この結果は、今後の研究課題の運営に
活かすとともに、次年度の研究予算などにも反映する
こととなっています。また3月に開催される評議会及
び農林水産省の独立行政法人評価委員会の評価資料
としても活用されます。研究課題の検討後には、「普
及に移しうる成果」案についての検討を行い、7件の
成果を採択しました。これらの成果は、後日別途選定
する主要研究成果と合わせて、「研究成果情報」とし
て刊行・公表します。

（企画戦略室長　安田 耕司）
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「TXテクノロジー・ショーケースinつくば2009」

平成21年1月23日（金）、24日（土）の2日間、
TXテクノロジー・ショーケースinつくば2009（第8
回つくばテクノロジー・ショーケース）が、農林水産
技術会議事務局筑波事務所（筑波農林研究団地内）に
おいて開催されました。

つくばテクノロジー・ショーケースは、つくばサイ
エンス・アカデミー（江崎玲於奈理事長）の主催によ
り、2002年から毎年開催されている研究展示会です。
8回目となる今回は、内閣府政策統括官付参事官の原
沢英夫氏の特別講演「地球温暖化を防止するための環
境エネルギー技術について」と、3つのミニシンポ「地
球温暖化と食料」、「地球温暖化と防災」、「温暖化の緩
和とその対応」が行われました。また、一般研究者・
ポスドク研究者・高校生による136件の研究成果ポス
ター展示、ノーベル賞受賞関連の企画展示、機関・団
体広報展示などもあり、来場者は645人を数えました。
このうち「地球温暖化と食料」では、長谷川利拡主任
研究員（大気環境研究領域）が話題提供を行い、満員
の会場では温暖化による食料生産への影響と対応につ
いて活発な議論がされました。また、1日目には、出
展された成果について研究者が1分間で紹介する「イ
ンデクシング発表」があり、農業環境技術研究所から
も3件の研究成果を紹介し、成果の活用について情報
交換を行いました。発表者にとっても、参加者にとっ
ても、様々な分野で行われている研究の最新情報を得
るまたとない機会となりました。

次回の「テクノロジー・ショーケース in つくば」は、
筑波大学を会場として開催される予定です。

農業環境技術研究所からの出展
・ 「広域収量予測モデルを用いた気候変動が日本の水稲

生産に及ぼす影響」（大気環境研究領域　横沢正幸・
飯泉仁之直・西森基貴）

・ 「2007年夏の記録的猛暑下で水稲の不稔が増加」（大
気環境研究領域　長谷川利拡・桑形恒男・吉本真由美・
石郷岡康史）

・ 「3つの温室効果ガスを同時に分析する」（物質循環
研究領域　須藤重人・秋山博子）

（連携推進室長　鳥谷 均）
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